
技術のおたずねにこたえて
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〔 おたずね〕木材の割れ防止にP E G 処理が

良いと聞きましたが，その方法について教え

て下 さい。 （0 社）

〔 お こたえ〕 P E G （ポ リエチ レング リコール）

は，無色，無臭の液体（＃600 以下）または固体

（ ＃1，000以下）で水溶性，金属を侵さず，無害

であって，分子量によって番数（＃）が付けられ

ています。分子量が大きいものはど吸湿性が低 く

なり，＃1，000 が木材の吸湿性に近い特性を持 っ

ています。

P E G を材に処理するには，塗付，噴霧，温冷

浴，拡散，加圧注入，浸せきなどの各方法が知 ら

れていますが，いずれ も割れ防止の効果に対 して

は，P E G の材表層部の含浸量の多少が問題とな

り，多いはど効果があります。この中でも比較的

簡単で効果的な処理法は浸せき法です。この方法

では，P E G を短時間で処理する場合は80～100 0C

に温めたP E G 原液を使用 します。また 2 ～ 3 週

間の浸せきを行 う場合は，濃度60％水溶液を用い

浸せき期間は割れやすい材はど長 くしますが， 4

週間 ぐらいを限度とします。

P E G 処理後は，含浸 したP E G が材表層か ら

¢

乾燥

串

P E G 削．000． 50％水

溶液にトー4 遇間浸せ

き（皮付きでもよい）

乾燥初期は低温低湿．含

水率35～40％時に中間増

湿，その後徐々に低湿

円板 の P E G処理乾燥

内部へ拡散 して，表層部の濃度が低 くなり，割れ

防止効果が減ずるのを防 ぐため，できるだけすみ

やかに人工乾燥へ移す ことが大事です。 P E G 処

理材の乾燥スケジュールは，内部割れを発生 しに

くいが表面割れをしやすい針葉樹などには，高温

（ 80－ 1000C），かつ低湿（増湿せずダンパーを全

開にする）スケジュールによって乾燥を行います。

いっぽう，内部割れを発生 しやすいナラなどの材

には，比較的低温（45～700C）にすれば，低湿に

て乾燥を速めることができます。 〔乾燥科〕

〔 おたずね〕 ミズナラ厚板（厚さ60m m ）の

乾燥（生材か ら）を行いたいのですが，乾燥

スケジュールと留意点をお知らせ下さい。

（ A 社）

〔 おこたえ〕 ミズナラの乾燥は，いろいろな樹種

の中でも乾燥時の材の水分傾斜，乾燥応力が大き

いため，表面割れ，内部割れが発生 しやす く，乾

燥速度が遅いため乾燥時問が長 くかかるという特

性をもっています。特に厚物では，損傷の危険性

も増加するので，十分注意する必要があります。

ミズナラの乾燥にとって最 もふさわ しい方法は，

できるだけ天然乾燥を行い，含水率がある程度ま

で落ちてか ら，人工乾燥をすることが歩留まり向

上の点か ら望ましいものであるといえます。しか

しなが ら，そのようなことができず，生材から直

接人工乾燥 しなければならない場合は，上記の ミ

ズナラの性質を十分考えに入れて，低温高湿の乾

燥スケジュールを用いることが必要です。すなわ

ち，初期乾球温度を45～500C として，乾湿球温度

差を 1．5～ 2 0C（厚物）として，末期乾球温度を

7 00C，乾湿球温度差を280C とすると，多少乾燥日

数ほ多めになりますが，割れに対 して安全です。

〔 乾燥科〕
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・ 技術のおたずねにこたえて

〔 おたずね〕乾燥材の仕上がり含水率のバラ

ツキが大きくて因っています。原因と対策を

教えて下さい。 （S 社）

（ おこたえ）原因としては，初期含水率のバラツ

キが大きいこと。乾燥室内の温・ 湿度 と風速のム

ラが大きいことがあげられます。

対策としては，桟横位置による含水率のバラツ

キを調整す るためのイコーライジングをしてから，

材内部の水分傾斜と乾燥応力を除去す るため， コ

ンデショニングを行います。

イコーライジングの操作は， もっとも乾燥の進

んだサンプルボー ドの含水率が， 目標含水率より

も2 ％ぐらい低 くなった時点でダンパーを閉め，

その含水率に平衡する温度 と湿度を保ち，乾燥の

遅い材がほぼ目標含水率に達 した時点で終了 しま

す。

コンディショニングは，乾燥の遅いサンプルボ

ードが 目標含水率 に達 してか ら， その 目標含水

率より針葉樹材は2 ～3 ％，広葉樹材は3 ～4 ％

高い含水率に平衡するような温度 と湿度を与えま

す。

両者に要する時間は樹種，材種にもよりますが，

実務的にはイコーライジングは24～48時間，コン

デショニッグは 8 ～24時間でよいでしよう。

〔 乾燥科〕

〔 おたずね）針葉樹建築部材の乾燥に低温除

湿乾燥装置の導入を考えていますが，これの

長所，短所などを教えて下さい。

（ T 社）

室内は密閉され，木材から蒸発した水蒸気を圧衛

器，冷却機などによって水として排水 し，低湿と

なった空気をファンによって乾燥室内へ循環させ，

さらに乾燥を行います。

この方法の長所は，

①操作は湿度の指示をするだけですみ，比較

的容易である。

㊥低温で乾燥するため収縮率，水分傾斜，乾

燥応力，乾燥ムラが比較的小さい。

㊥ボイラがないため，これにかかる諸経費が

不要。

④わずかな操作 ミスならば大事に至らない。

㊥密閉系の空気循環のため，外気を暖めるた

めの熱量の節約ができる。

⑥低温のため，外部への損失熱量（熟貫流）

が少なくてすむ。

などです。

いっぽう，短所としては，

①厚物材を10％以下の低含水率に乾燥するた

めには長時間を要 し，特に乾燥後期の時間が

長びく。

④除湿能力が小さすぎると材にカビが発生し

やす くなる。

㊥高温高湿乾燥ができないので，カラマツ材

等の脱脂乾燥や，針葉樹心持ち材のような低

得では割れやすい材には不向きである。

④詞湿処理の機能がない。

などです。

低温除湿乾燥は，厚さの厚い貴重材を時間をか

けてゆっくりと乾燥させる場合や，建築用針葉樹

材に対 して適用する場合に，その長所が発揮でき

ます。 〔乾燥科〕

（ おこたえ）低温除湿乾燥は，乾燥室内の温度を

5 00C 以下に保ち，含水率の低下に伴って湿度を下

げてゆく乾燥方法です。すなわち，加熱には冷却

用空気圧縮機の廃熱と，予備抑午電熱の補助ヒー

ターを用い，乾燥に要するエネルギーをすべて電

力によってまかないます。また吸排気筒がなく，
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◆はかに次のおたずねがありました。

・ 農業用P T 型ハウスを積雪 3 m の地域に建てよ

うとする時のコス トなど教えて下さい。

〔 強度科〕
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訂
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・ プレーナ加工時に被削材の送り出し側にところ

どころくぼみが出来ます。防止法を知りたいの

です が。

・ ヤチダモ，ニ レなどの集成材をプ レーナ加工

すると逆目ぼれが発生 します。防止する方法を

うかが いたい。

・ 冬期間に気温が－100C 以下になると，チッパー

に材料が入って行かなくなることがあります。

原因と対策を教えて下さい。 〔加工科〕

・ ミズナラのフリッチ材を鉄製バ ットで蒸煮 し，

スライスしていますが，蒸煮時に表面が黒色に

なります。また，割れ目があると，これに沿っ

て材の内部まで汚染されます。原因と対策をお

たずね します。

・ カラマツの生材を接着 したいのですが，技術的

な留意点を教えて下さい。

・ シナ材を高温で乾燥 したために材の表面が茶褐

色に変色 して しまいました。脱色法をうかがい

たい。 〔接着科〕

・ 針葉樹製材を行 っていますが，製材の挽き肌が

悪く因っています。対策を指導 して下さい。

・ 製材で挽き曲がり，厚さムラの発生を防ぐには

木炭自動車現代に走る

年配の方には昔優 しい木炭自動車が，先端技

術のメッカ筑波研究学園都市を走っている。

農林水産省林業試験場がオイルショック以後

に見直 しされている木質燃料の研究の一つとし

て，木炭ガスによる自動車の走行テス トを行っ

ているもの。現在走行 している自動車は 3 台目

で，50km ほどの走行が可能である。

機構は木炭を 1，0000C ほどの温度で燃焼す る

どのような点を改善すればよいで しようか。

〔 製材試験科〕

・ カラマツ単板を乾燥する際の留意点など教えて

下さい。 〔合板試験科〕

・ ナ ミダタケの被害をうけた住宅の補修を行う際

の防除処理の方法，施工法などおたずね します。

〔 木材保存科〕

・ 野生種ナラタケのホダ木栽培は可能で しようか。

・ キノコ類の栽培について次のことをうかがいた

い。 1． カラマツ材をシイタケ栽培のホダ木

に使う際の問題点 2． 菌床によるナメコ，マ

イタケの栽培法 3． 菌株の植継ぎと保存方法

4 ． ノコクズ発生培地に使用する樹種

〔 特殊林産科〕

技術相談をされるとき，相談内容について担当科

がお分かりにならないときは，窓口の技術科へ申

し出て下さい（電話 0166－5ト1171・内線60番）。

燃焼室，発生 した一酸化炭素ガスを4000C はど

まで冷却する冷却室，ガス中に含まれる木粉を

取り除 くフィルターを持つ炉過器からなる。

効率の良い燃料はナラ，クヌギなどの木炭だ

が，粉末木炭を固めた豆炭の利用も検討されて

いる。ガソリンに比べ容量が 6 ～ 7 倍とカサば

ること，高温になるまで20～25分の時間が必要，

汚れがあるなどの問題 もある。
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